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【高齢者の高血圧治療ガイドライン】
高齢者高血圧の循環動態の特徴
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鯵高齢者高血圧の血行動態の特徴は心拍出量の低下と総末梢血管抵

抗の増大にある．

鯵高齢高血圧患者では脳・心・腎などの主要臓器の血流が低下して

いることに加え，これら臓器の血流自動調節能も障害されている．

瀞高齢高血圧患者では血圧調節機構も障害され，血圧動揺性の増大

や血圧日内変動パターンの異常は心血管病の発症と密接に関連し

ている．

|はじめに
高血圧の頻度は加齢とともに増加し，わが国

の厚生省の統計では65歳以上の高齢者の高血圧

確患率は，約60％に達するとされている．高齢

者高血圧は，成壮年期の本態性高血圧症とは大

きく異なった病態生理学的特徴を示す．また複

数の臓器に臓器障害を有していることが少なく

ない．本稿では，このような高齢者高血圧の循

環動態の特徴を中心に概説し，日常診療におけ

る留意点についてもふれる．

|高齢者高血圧の循環動態
１．血圧値

血圧値は加齢とともに変化する．収縮期血圧

は加齢とともに上昇するが，拡張期血圧は老年

期ではむしろ低下傾向にある．その結果，脈圧
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は加齢とともに増大する脈圧の増大は動脈硬

化の進展に伴う大動脈壁の伸展性(コンブライ

アンス)低下による，Windkessel機能の低下に

よるものである．高齢者における収縮期血圧の

上昇および脈圧の増大は心血管病のリスクとし

て重要であることが明らかにされている''2)．

なお，高齢者では血圧測定の際，聴診間隙(コ

ロトコフ音の第２相が聞き取れない現象)の認

められる例があり，この場合収縮期血圧を過小

評価してしまうことがあるので注意を要する．

２肝高齢者高血圧の血行動態(表１）

加齢に伴い大動脈など大血管の動脈硬化が進

展し，総末梢血管抵抗(大血管抵抗)が増大する．

総末梢血管抵抗の増大により，心臓の後負荷が

増し左室仕事量は増加する．その結果，左室心

筋重量と壁厚の増大，すなわち左室肥大・心筋

リモデリング(心筋細胞肥大，間質，特に心筋

層内冠小血管周囲の線維化)が生じ，高血圧は

これを助長する．加齢に伴う心筋リモデリング

により左室拡張能，冠動脈拡張(冠血流)予備能

は低下するが，高血圧’患者ではより著しい．ま
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